
百畑害虫の防除に関ナる研究-1

土壌中におけるコガネムシ類幼虫と

コメツキムシ類幼虫の生態制

越智鬼志夫(1)
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まえがき

苗畑害虫には多くの種類があるが，苗木の地下部を加害する土壌こん虫が多く，なかでもコガネムシ類

の幼虫は農林業の重要な害虫である。これらのコガネムシ類の被害は古くから問題となり，幼虫による苗

木の被害と成虫による林木の被害は経営が集約化されるにつれて増加してきたコこうした苗畑の重要害虫

であるコガネムシ類幼虫にたいする防除試験は古くからおこなわれており，その防除方法も毒剤， 煉蒸

剤，接触剤jなどの殺虫剤によるもの，忌避剤によって産卵を妨止するもの，誘致予測による方法，あるいは

耕種的方法などによってコガネムシ類幼虫の生息密度を低めるなどの方法がおこなわれていた。

薬剤防除については枇索剤，デリス剤，煉蒸剤，ナフタリンなどによる各種の防除試験がおこなわれて

きたが，施用の方法や価格などの点についても問題があり，被害をなくするまでにはいたらなかったよう

である。しかし第 2 次大戦を契機として，殺虫剤に一大進歩がもたらされ， 有機塩素剤 (DDT， BHC な

ど)の出現により，これらを使用した防除法の研究が産野・小島ら (1952)，小島 (1953)，藍野ら (1956)

によっておこなわれ，コガネムシ類の幼虫の被害はいちじるしく減少してきた。しかし 1956 年ごろから

コガネムシ類幼虫にかわってゾウムシ類幼虫制の被害が東北地方をはじめ所々に起こってきた。これはB

HCがゾウムシ類に対して殺虫効果が比較的低いためで，その後木村 (1958) らの研究でアルドリンで防

除効果のあることが判明した。

首畑害虫防除試験をはじめるにあたって，苗畑における重要害虫の幼虫個体群の自然状態での動きをし

っておくことは，苗畑害虫防除のうえ，また生態学的にも重要なことであろう。著者のひとり小島(1957)

は，さきにスギ苗畑に生息するコヵ・ネム、ン類幼虫の個体群の動きについて報じたが，きわめて不十分なも

のであったので，ふたたび調査をおこなった。しかしこの調査も費用，労力などの関係もあり十分なもの

ではなかったが，一応とりまとめて報告する。

この調査にあたってご協力いただいた大栃営林署山田苗畑元主任杉本豊樹氏，岡田優民，掛橋繁則氏，

高知大学学生諸君，同定にあたって，コガネムシについては東京農業大学沢田玄正氏，コメツキムシにつ

いては愛知学芸大学大平仁夫氏のご援助をうけた。高知大学農学部和田豊洲氏，同渡辺弘之氏にはいろい

ろお世話になった。また原稿は林業試験場こん虫科長藍野祐久博士に校閲していただいた。これらの諸氏

*1 一部は日;林誌， 40 , 6, (1958) p. 247~250; 応動昆大会 (1958) ;日林関西支部大会 (1959) に報

告した。

*2 1952 年 6 月ごろ青森営林局管内黒石営林署柏木山苗畑ではじめて被害が発見された(木村，1952) 。

(1) 四国支場保護研究室員 。〉高知大学農学部助教授・農学博士
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に厚くお礼を申し上げる。

調査の場所と方法

日章謂査地

高知県南国市物部にある高知大学農学部の樹木圏内の草地を 1957 年 3 月から 1 カ月おきに 6 図， 1958・

年 5 月から 1 カ月おきに 6 回掘り取り調査をした。

調査をした場所は礁を混じた砂質土壊で，表土は浅く ， 30"""'40cm 以下は大きい際が多く，古い川原の

ようなところであった。地表にはチガヤ I例~perata の・lindrica var. koenigii が密生していた。

1957 年には 8 伽 x8m の地を 1 例 x1 隅の調査単位にくぎり，このなかから重複しないように毎回 10

カ所を， 1958 年には 6 隅 x10m の地を 20 列に分割l し，毎回各列から 0.5mxO.5m の調査区を 2 カ所

ずつ合計 40 カ所を無作為にきめ，地下 30cm までの土壌を 0"""'15 cm, 15"""'30 c聞の 2 層にわけで飾別

しながら，そこに生息していたコガネムシ類とコメツキムシ類の幼虫などを採集した。

山因調査地

高知県香美郡土佐山田町楠目にある大栃営林署山田苗畑内で 1958 年 5 月から 1 カ月おきに 6 回掘り取

り調査をした。

調査をした場所はもと桑畑であったところで，地質は白 Illi系の海成層で物部川系に属し，基岩は砂岩，

E襲岩からなり，土擦は黒色土で表土は 50 c隅くらいあってかなり深い。 1958 年 3 月休閑地であったとこ

ろを耕絃床作りをし，堆肥を 0.1 ha あたり約 2 ， OOOkg 施用し，地下 15 cm くらいの土壌と撹狩混和し，

0.5mxO.5 聞にたいし 15cm おきに 9 カ所黄花ノレーピン Lupinus luteus をつぶまきした。 9 月ごろに

は黄花ノレーピンは枯れ，主としてメヒクワ Digitaria adscendens, オヒジヮ Eleusine indica が密生し，

そのなかにカヤツリグサ Cyperω 刑icroiria， ハノレタデ Polygonum persicaria などが混生していたG

7.5 隅 x25.0 聞の地を幅 1m の床と 0.5m の溝として， 5 列の床を作り，各床をさらに分割し 10 列L

の試験区を設定，各列から毎回 0.5隅 xO.5 附の調査区を 4 カ所計 40 カ所無作為に重複しないようにき

め，地下 30cm までの土嬢を 0"""'15 c帥と 15"""'30 c例の 2 層にわけで日章調査地の場合と同様飾別しな

がら，そこに生息していたコガネムシ類とコメツキムシ類の幼虫などを採集した。

結果と考察

生息していた種類と幼虫の個体数

採集されたコガネムシの種類は日章調査地ではセマダラコガネ Phyllopertha orientalis WATERHOUSE，カ

タモンコカ。ネ P. conspurcata HAROLD, アカピロウドコカ'ネ Autoserica castanea ARROW, ドウガネプ

イプイ Anomala cuprea HOPE, ヒメコガネ A. rufocuprea MOTSCHULSKY, サクラコガネ A. daimia加

HAROLD, オオクロコガネ Lachnoste門ta morosa W ATERHOUSE, コアキコガネ Melolontha japonica BURｭ

MEISTER，マメコガネ Popillia japonica NEWMAN, コアオハナムグリ Oxycetonia jucunda FALDERMANN, 

ヒメカンシヨコガネ Apogonia a間ida LEWIS, ピロウドコガネ類 Sericinae* であり， 山田調査地ではセ

マダラコガネ， ドウガネプイプイ，ヒメコガネ，サクラコガネ，オオクロコガネ ，f7 ロコガネ Lachnosterna

水アカピロウドコガネと思われる。
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kiotonensis BRENSKE, マメコガネ，ピロウドコガネ類であった。

コメツキムシの種類は日章調査地では， !l ロクシコメツキ Melanotus senilis CANDÈZE, !l シコメツキ

M. legatus CANDÈZE，マダラチピコメツキ Aeoloderma agnata CANDÈZE，サピキコリ Agγypnω binodulus

(MOTSCHULSKY) ，山田調査地ではクシコメツキ， クログシコメツキ，マルクピクシコメツキ Mela削tus

fortnu問i CAND孟ZE，ホソサピキコリ Adelocera fuliginosus (CANDÈZE) であった。それらの数は Table 1 

"-'3 に，群集の構成状態は加藤ら (1952) のおこなった百分率相関図表により Fig.1"-'2 に示した。

コカ唄ネムシ類， コメツキム、ン類のほかに次の種類が採集された。日章調査地ではシオヤアプ Promachus

yesonicus BIGOT，ヨモギハムシ Chrysolina aurichalcea MANNERHEIM, !l ロウリハムシ C批atia nigriPennis 

MOTSCHULSKY，ノレリハムシ Cheysomela aenea LINNE, ホソヘリカメムシ Riptortus clavatus THUNBERG , 

ナナホシテントウ Coccinella septempuntata bruckii MULSANT, マノレツチカメムシ Microporus nigritus 

FABRICIUS，スナゴミムシダマシGonocephalu捌 pubens MARSEUL，カブラヤガ Euxoa segetis ScHIFFERMÜLLER , 

Table 1. 日章調査地におけるコガネムシ類とコメツキムシ類の個体数 (lmx1m 10 カ所の合計〉

Number of May beetles and Click beetles collected at Nissyδwhere the surface of 

earth covered with gra vel 

Number of the grubs is the total digged at 10 quadrats of 1m x 1刑 (1957"-'1958)

深さ 0~15~o~15~|o~15~0~ 肝 0"-' 115"-' 1 0"-' , 15"'" 
Depth 0f earth di田ed in c隅 15130115130143011513151315|~30

1 Larva I 19! 2 ーー 一一 一ー 12 1 7 1 72 1 8 
n Larva I 225 I 200 I 13 I 6 I -I -I - I - I 31 I 33 1 183 1 25 セマダラコガネ a -| -m 113 261 66 
なぎ Pupa 1 - - 1 -! -1 9 ~ 37 
虫 Ãd~t 1 - i - 1 - I -1 .4 I -2 

カタモンコガネ E Larva -l ー， - 1 - 1 - I - 1 - 1 24 

ヒメコガネ f ~ ~arva - i -i -1 -1 1: - I ~ i -1 10 1 31 10 1 2 
lmLarvaj-i 

ドウガネ J E Larva | l3-i  
l m Larva ー 1-1 -1 -1 

サクラコガネ :~: I ~I =1 =1 =1 ~I ~I =: 
アカピロウド nLarva 11 -1 -1 -1 - -1 - -15121  9 

コガネ m Larva I -I -I -I -I -i - I -I -I 1 I -I 1 
成虫 Adult 1-1 

オオクロコガネ mLarva 1-1 

コフキコガネ n Larva 1-
Tコoガtaネ1 0ムf シM全ay体~eetles i 2541 2141269 11341 50 [113 1 4 i -1 59 1 461300 1 41 

前 Pro-stage I 10 I 4 I 7 I 1 I 15 I 7 I 46 I 10 I 47 I 18 I 16 I 5 

クロ夕、ン 後成中 BA匝 fneAatda-su-stlattagge e 38 56 82 27 45 19 41 17 50 18 81 37 
コメツキ 15 1 8 1 27 I 11 1 52 1 26 I 12 1 2 1 20 1 5 1 26 1 10 

虫 2 1 1 1 - I -1 - I -I 18 1 1 I 17 I 1 I 7 

クシコメツキ -i -1 11 -1 1 i -1 11 

*同定不明の個体を含む。

コメツキムシ類の幼虫の齢期はわからないので便宜的に前・中・後期幼虫とした。
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Table 2. 日章調査地におけるコガネムシ類とコメツキムシ類の個体数 (0.5mxO.5閉 40 カ所の合計〉

Number of May beet1es and Click beet1es collected at Nissyδwhere the surface of 

earth covered with gravel 

Number of the grubs is the total digged at 40 q四drats of 0.5mxO.5m (1958 ,"",1959) 

月 Date 5 7 9 11 l 3 

深 さ o~|15~ 
Depth of earth digged in cm 151 30 151 30 151 30 151 30 151 30 151 30 

2 
II Larva I - 5 6 5 

セマダラコカーネ III Larva I 22 7 6 4 l 3 14 5 
さなぎ Pupa ー 2 4 

2 

II Larva ー
ガネ i m L~ 5 l 

ドウガネ I Larva l 

マメコガネ{品 Larva 
Larva 2 l 

l 4 
コガネ類 II Larva 3 

III Larva 8 

ヒメカ γ、ンヨ 成虫 Adult
コガネ u 2 

コアオ
I Larva 

ハナムグリ

コガネムシM全ay体b*e 
Total of Mav beet1es 37 10 10 9 4 11 2 13 2 30 7 

38 12 77 45 42 27 41 25 38 37 79 14 
!l 亨士? J 1: ~e!a-~tage 23 13 31 23 27 26 40 33 70 41 68 20 ロ コメツキ 後中さなAぎnAa-Psutapga e 77 19 82 30 64 39 43 34 44 33 115 46 

l 
成虫 dult 5 7 5 16 3 

クシコメツキ後 Ana-stage 2 

サピキコリ 成虫 Adult

マダラ
チピコメツキ成虫 Adult l 

コメツキムシ全体be本e 
Tota! of Click beet1es 150 48 194 98 146 97 124 93 152 111 280 83 

*同定不明の個体を含む。

コメツキムシ類の幼虫の齢期はわからないので便宜的に前・中・後期幼虫とした。

ワラジムシ POγcellio scaber LATREILLE および次にあげるこん虫が採集された。すなわち， ミツパチ類，ウ

γカ類，ガ類，チピタマムシ類，ゴミムシ類，パツタ類，アリ類，ゾウムシ類，カメムシ類，ハムシ類，

甲虫類，カマキリ類，ハサミムシ類，オサムシ類，ハネカクシ類，コオロギ類，ハチ類，ハパチ類，ヤガ

類，セセリチョウ類，双麹類である。山田調査地ではホソヒョウタンゴミムシ Scarites acutidens CHAUDOIR , 

ケラ Gryllotalpa africana PALISOT de BEAUVOIS, ミイデラゴミムシ PheropsoPhω jessoensis Mo臥WITZ，

ヨトウガ Barathra brassicae LI附E，シオヤアプ，ナナホγテントウおよびミツパチ類，カカ。ンボ類，ゴ

ミムシ類，ハサミムシ類，甲虫類，コオロギ類，アリ類，ガ類，ハムシ類，カメムシ類，ゾウムシ類が採

集された。このほか両調査地ともミミズ類，ヤツデ類なども採集された。
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Table 3. 111 回調査地におけるコガネムシ類とコメツキムシ類の個体数 (0.5mxO.5m 40カ所の合計〉

Number of May beet1es and Click beetles coUected at Yamada nursery 

Number of the grubs is the total digged at 40 quadrats of 0.5mxO.5m (1958 .......,1959) 

11 l 3 

深さ 0.......， 115"""" 1 0"""" 115"-' 1 0"""" 115"""" 恥pth of ea的 digged in m15130  15130 1430 151 30 151 30 151 30 

l 
- 1 31 38 13 1 15 8 13 2 

JlI Larva i 16 i 4 1 14 l 34 11 1 10 11 14 3 
さなぎ Pupa I 1 j - I - 2 

l 2 
ドウガネ II Larva 一一一一 3 l 4 

III Larva 1 -一一 2 

サクラコガネ{ ~ Larva 4 2 l 
Larva l l 2 l 

8 2 
セマダラコガネ II Larva 1 3 2 2 4 2 

III Larva 2 2 3 3 6 
さなぎ Pupa

クロコガネ{ ~ Larva 4 2 
Larva 3 4 5 2 2 

Larva 2 5 l 
コヵ・ネ類 E Larva 2 

マメコガネ{ ~ Larva l 
Larva 4 

オオクロコガネ III Larva l l 

コガネムシM全ay体b*eet 
Total of Mav beet1es 47 9 51 9 1 138 7 83 39 33 30 42 6 

58 71 24 61 18 24 2 10 4 16 10 2 
クシコメツキ中 Meta-stage 27 47 32 56 19 13 11 14 9 20 17 4 

後 Ana-stage 12 7 17 271 6 7 8 2 3 10 
成虫 Adult l 

2 3 l l 
クログシ 中 Meta-stage l 2 l 3 

コメツキ後 Ana-stage 2 l 2 l 
成虫 Adult

前 Pro-stage 2 一一

クジコメツキ 後成 A田 ettlatgell -1 ー • 

虫 Adult i- 一一 一- I 5 I 6 1 l 

ホソサピキコリ 後 Ana-stage I - I - I ~ 

コメツキムジ全
Total of Cl叫，士*etb105133i78  145 1 53 i 52 16 41 17 40 40 11 

*同定不明の個体を含む。

コメツキムシ類の幼虫の齢期はわからないので便宜的に前・中・後期幼虫とした。
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Fig. 1 日章調査地(左端100%，右へよむ〉

山田調査地(右端 100%，左へよむ〉におけ
るコガネムシ類生息数の百分率相関図表
(1958,....,1959) 
The table of the occurrence probability of 
the May beet1es in every seasonal catches 
at Ni邸内 and Yamada (1958"""1959) 
Population at Nissyδarea in percentage of 
the total reads from left to right. That 
of Yamada area reads from right to left. 
A: マメコガネ Popillia japonica, B: サク

ラコヵ・ネ Anomala daimiana, C: ドウガネ
プイプイ A. cuprea, D: クロコガネ Lach
nosterna kioto叫ensis ， E: ピロウドコガネ類
Sericinae, F: セマダラコガネ Phyllopertha
oγientalis， G : ヒメコガネ Ano例。la γufo・

cuprea. 

100 

% Nissyo 

Fig. 2 日章調査地(左端 100%，右へよむ)

山田調査地(右端 100 %，左へよむ)における‘
コメツキムシ類生息数の百分率相関図表

(1958"""1959) 

The table of the occurrence probabi1ity of 
the Click beetles in every seasonal catches at 
Nissyδand Yamada (1958"""1959) 
Population at Nissy� area in percentage of 
the total reads from left to right. That of 
Yamada area reads from right to left. 

A: マルクピ夕、ンコメツキ Melanotus fortnumi, 
B: 夕、ンコメツキ M. legatus, C:クログシコメ
ツキ M. senilis. 
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幼虫の垂直移動

Table 1"""3 および 0-15cm までの深さに生息し

ていた虫の割合を図示した Fig.3-4 についてみる

日章の 1957-1958 年のコガネムシ類全体では，と，

7 月 tこ調査では 1 月には 0-15 cm の上層に多いが，

は 15"""30 cm の下層に多くなった。しかし1958""'1959‘

年では 9-5 月には上層に全体の約 80 %が生息して

7 月には 60 %に減少した。これら両年につし、Tこカ"

いてみると夏季は多少下層に下がる傾向が認められ

る。山田では 9， 3, 5, 7 月には上層に全体の約80%

11 月， 1 月と気温が下がるにしが生息していたが，

たがって多少上層の生息数が減ったc 以上のように貝

Fig. 3 コガネムシ類幼虫の垂直移動 (0-15cm の

虫の割合〉
Seasonal change in percentage of white grubs 

found in upper half unit (0.5m x 0.5m of 0"""15 

cm depth, 15-30 c隅 depth) to the total numbers 

e: Nissyδ(1957-1958) ， 0 : Nissy� (1958--
1959), .: Yamada (1958-1959). 

D 9 11 I 3 5 7 

書周査 L 10. FI (Date of obs.) 
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章では夏季に多少下層 (15-30 cm) に下がり，山田では冬季

に多少下層に下がる傾向が認められたが，いずれも顕著なも

のではなかった。

コメツキムシ類全体についてみると，日章では各月とも上

層に多くほとんど動きは認められなかった。ただ1957-1958

年の調査では. 3 月に少し上層に生息する割合が減少してい

るが. 1958-1959 年の調査では逆の結果となってし、た。山

田では全体的に下層に多いが. 3 月には上層が多く. 9 月に

も少し下層の割合が減少していた二このような丙調査地での

ちがいは土質や地表の植物の状態などの環境のちがし、による

ものであろう。

個体数の動き

'‘ 100 

- 57 ー

コガネムシ類については， 日章のセマダラコガネとコガネ

ムシ全体(さなぎ，成虫を含む). 山田のヒメコガネとコガ

ネムシ全体(さなぎ，成虫を含む). コメツキムシ類につい

ては， 日章のクログシコメツキとコメツキムシ全体(さな

ぎ，成虫を含む)， 山田のクシコメツキ主コメツキムシ全体

9 1 I 1 :3 .~ ﾎ 

.ÆI 査 Lた月( D.lIe 01 o゙s.) 

Fig. 4 コメツキムシ類幼虫の垂直移

(成虫を含む) の各月の個体数とその前月の個体数の比を

Table 4-6 に示した。

動 (0-15 cm の虫の割合)
Seasona! change in percentage of 
wireworm found in upper ha!f unit 
(0.5m x 0.5m of 0-15cm depth. 15-
30 cm depth) to the tota! numbers 
θNissyδ(1957-1958). 
0: Nissyδ(1958-1959). 
・ Yamada (1958-1959). 

百ble 4. 日章調査地におけるコガネムシ類個体数の動き

Decrease of May beetle pop叫!ation represented in per白ntage ratio betw悦n

two di民rent times of observation at Nissyδ(1957-1958) 

種名 S戸cies I M 

セマダラコガネ

コガネムシ全体
Total of May beetles 

ホ月間の個体数の差が有意。 t 1957 年

Table 5. 日章調査地におけるコガネムシ類とコメツキムシ類個体数の動き

Decrease of May beetle and Click beet!e populations represented in percentage 

ratio between two different times of observation at Nissyδ(1958-1959) 

種名 Species I JulyjMay ! Sept・/同 IN川島pt・ I Ja山

セマダラコカ・ネ 0.655キ 0.156 2.000ネ 1.667 2.500* 

Toコtaガ!0ネfMムaシyb全ee体t!es 0.404'" 0.263* 2.600* 1.154 2.467 

タロクシコメツキ 1.537ネ 0.820 0.911 1.218 1.373 

コメツキiムckシb全ee体t!e Tota! of Click beet!es 
1.475ネ 0.832 0.893 1.212 1.380 

*月間の個体数の差が有意。 t 1958 年

0.646 

0.729 

0.862 

0.787 

1.920* 

1.833* 
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Tab!e 6. 山田調査地におけるコガネムシ類とコメツキムジ類個体数の動き

Decr明se of May beetle and Click beet1e popu!ations repr唱sent疋:d in perc哩ntage

ratio betw明n two different times of observation at Yamada (1958~1959) 

種名 Specîes ¥ Ju!y/May I Sept./July I Nov./Sept. I Jan./Nov. I Ma叫an. I 陥r./Mayt

ヒメコガネ 0.630 3.795* 0.899 0.449* 0.727 0.696 

コガネムシb全ee体t1e 
Tota! of May beet1es 1.071 2.417 0.841 0.516* 0.762 0.857 

クシコメツキ 0.977 0.401* 0.540* 1.149 0.815 0.198* 

コメツCキ1iムckシb全ee体t1e Tota! of Click beet1es 0.937 0.471* 0.543ホ 1.000 0.895 0.214キ

*月間の個体数の差が有意。 t 1958 年

コガネムシ類についてみると， 日章では 5~7 月に 1957 年， 1958 年の両年とも減少していた。 この

ころはコガネムシ類幼虫が老熟するときで，摂食量が多くなるようである。苗畑で苗木の被害が急に増加

するのもこの時期である。摂食量の増加から摂食活動も盛んになり，幼虫が互いに接触して闘争をする機

会も多くなり，このようなことも個体数減少のー原因と思われる。コガネムシ類幼虫の個体数の減少は村

山 (1938)，田村 (1953) がいうように闘争によることが最も多いものと考えられる。

9 月以後増加したのはコガネムシ類の世代がかわり，新しく.ふ化した幼虫が加わったことを示してい

る。調査終わりの月と前年の調査始めの月との聞には有意な差は認められないから，新しい個体によって

ほぼもとの数にかえったのであろう。

山田では 5""7 月に日章と同様減少し， 9 月はふ化した若齢幼虫が多くなったので増加しているが， 11

""3 月にはふたたび減少している。前にも述べたがここでは 3 月にまき付けした黄花ノレーピンは 9 月には

枯れ，その後は主としてメヒジワ，オヒタワが 1m 以上の高さに密生していた。このような環境の変化に

よって， 11""3 月にふたたび減少するような結果になったものと思われる。

コメツキム‘ン類についてみると，日章では 1957""1958 年はほとんど変化がなく，いずれの月の聞にも

有意な差がなかった(表は省略してある)0 1958~1959 年は 5""7 月には有意に増加しているが，他の月

はほとんど変化が認められなかった。しかし 1 月以後多少増加する傾向があった。調査終わりの 3 月には

前年の調査を始めた 5 月より増加しており， その差は有意であったがこれはなにによるものかわからな

し、。

山田では， 9 月以後 11 月まで有意に減少しており，調査終わりの 3 月は，前年の調査を始めた 5 月よ

り少なしその差は有意であった。これらの変化はコガネムシ類のところで述べたように環境の変化によ

るものと思われる。

分布様式の動き

コガネムシ類については， 日章のセマダラコガネの幼虫の各齢 (1957""1958 年は齢別してない)とコ

カ。ネムシ全体，山田のヒメコガネの各齢幼虫とコカ'ネムシ全体，コメツキムシ類については，日章のクロ

クシコメツキの各齢幼虫(コメツキムシ類の幼虫の齢期はわからないので便宜的に前，中，後期幼虫とし

た〉とコメツキムシ全体 (1957~1958 年は齢別はせず，また全体は省略してある)，山田のクシコメツキ

の各齢幼虫とコメツキムシ全体の幼虫の調査単位 (1957""1958 年は 1 帥 x1 m , 1958~1959 年は 0.5m

x 0.5 m) あたりの平均虫数とその分散，および分布指数，分布型を Tab!e 7~12 に示した。分布型は
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※ 
>0.20 
>0.20 
>0.50 

>0.10 

>0.10 

※
※
※
※
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※
※
※
※
-
※
※
※
※
 

Non-PoISSON 

Non-POIssoN 

POISSON 

Tab!e 8. 日章調査地におけるコガネムシ類幼虫の分布様式

Distribution pattern of white grubs at two di任'erent points and different 

seasons at Nissy� (1958~1959) 
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S2<主のときは X!S2 として計算した。

Non-PoIssoN 
POISSON 

Non-POIssoN 
H 

POISSON 
Non-POISSON 

POISSON 
// 

Non-PoIssoN 
POISSON 

Non-POIssoN 
POISSON 

Tab!e 7. 日章調査地におけるコガネムシ類幼虫の分布様式

Distribution pattern of white grubs at two different points and 

different seasons at Nissy� (1957~1958) 

POISSON 

// 

// 

// 

1.000 

9.640 

41.085 

3.570 

3.038 

6.743 

9.931 

33.031 

13.633 

13.337 

6.061 

分布指数

S'!x 

(越智・小島〉

I ~区の平 I [R]~JiX 15t~~~1 均虫数|同分散|分布指数|
主 S2 1 S2!主|

0.7251 1.087 i 

102501 

10.4751 

0.050 : 
0.025 1 
0.075 1 
0.125 1 

0.125 
0.0♀5 

0.150 
0.325 

1.720 
1.000 
2.240 
2.585 

1.182 
1.627 
1.025 
1.189 

• n
y
 

Q
U
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• 円
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1
 

1.553 
1.619 
2.190 
2.072 

1.384 

2.000 
1.000 
1.627 
1.512 

1.499 

1.523 

1.509 

104.278 

951.289 

31.600 

0.100 

32.844 

608.044 

271. 763 

624.178 

215.167 

80.011 

同分散

S' 

苗畑害虫の防除に関する研究-1

0.148 
0.122 I 

0.244 I 

0.446 ! 

0.233 I 

0.769 I 
1.369 i 
1.917 I 

1. 789 1 

0.346 I 

0.717 

0.215 1 
0.025 1 
0.336 1 
0.840 

0.100 I 

0.025 1 
0.122 ' 
0.189 ' 

11区の?均虫数|

0.175 , 

0.075 : 
0.250 ! 

0.375 1 

0.150 I 

0.475 1 
0.625 i 
0.925 1 

28.8 

9.2 

10.4 

8.3 

10.5 

46.8 

35.5 

40.3 

34.1 

0.1 

月|
Date 1 

of obs. 1 

{[ザラコガネ III La門
|コガネムジ全体
1 Tota! of white grubs 

{I …コガネ III Larva 
1 コガネムシ全体
1 Tota! of white grubs 

r 1 . _ _. - ,_ ~ 1 La 
11 マダラコガネ

9j|E  Larva 
11 ,,_ ~ • ., ^ ~ Tota! 
I1 コガネムシ全体
‘; Tota! of white grubs 

I1 . _ _-_ _ c_ ~ II Larva 
11 マダラコガネ11 ~'/' / -N T III La 

11 {I 
11 '_',., ^ H .  Tota! 
11 コガネムシ全体
II Tota! of white grubs l ELam  | マダラコガネ1 ~'/' / -N ..,' III Larva 

,_ ~ . , ^'~ Tota! 
|コガネムシ全体
1 Tota! of whii:e grubs 

l …ネlE  La a 
III La 

,_ ,_ . , ^ ". Tota! 
!コガネムシ全体 1 

1Tota! of white grubs 

※自由度が 0 となり χ2ーtest はしていない?

l セマダラコガネ
1 コガネムシ全体
1 Tota! of white grubs l セザラコガネ
| コガネムシ全体
1 Tota! of white grubs l ザラコガネ
| コガネムシ全体
1 Tota! of white grubs 

コガネムシ全体
Tota! of white grubs l ザラコガネ

| コガネムシ全体
1 Tota! of white grubs i 

セマダラコガネ | 

コガネムシ全体 1 
Tota! of white grubs 1 

名

種名

Species 

種

Species 

月|

Date of obs. 1 

9 

5 

3 

7 

11 

3 

5 

7 
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月 l
Date I 
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Tab!e 9. 山田調査地におけるコガネムシ類幼虫の分布様式

Distribution pattern of white grubs at two different points and bifferent 

seasons at )'arnada (1958~1959) 

種名

Species 
I j同||均虫数問分布指数|分 布 型 I x~ の確率

x s' I s'/x I Type of distribution I X' (店〉

ヒメコガ「ネ rr Larva 0・印 I 1.266 
>>>o o 0.50 1lI Larva 0.500 0.718 し436 I POISSON .30 

コガネムシ全体 Tota! 1.150 2.695 2.343 I PﾓLYA-EGGENBERGER .50 

Tota! of white grubs 1.400 3.579 2.556 // >0.50 

1 Larva 0.025 0.025 1.000 I POISSON ※ 
ヒメコガネ rr Larva 0.275 0.615 2.236 Non-POIssoN ※ 

1lI Larva 0.308 0.446 1.448 POISSON ※ 
コガネムシ全体 Tota! 0.725 1.384 1.909 NEYMAN'S type A >0.30 

Tota! of white grubs 1.500 3.641 2.427 PﾓLYA-EGGENBERGER >0.20 

1 Larva 0.325 0.430 1.323 POISSON 

>>>※ 0002280 0 0 
ヒメコカ事ネ rr Larva 0.800 1.548 1.935 PﾓLYA-EGGENBERGER 

JII Larva 1.600 1.528 1.047 POISSON 

コガネムシw全hi体te Total 
2.725 3.846 1.411 // 

Tota! of white grubs 3.625 5.061 1.396 // >0.10 

1 Larva 0.050 0.049 1.020 ノγ

ヒメコガネ rr Larva 1.275 3.794 2.976 PﾓLYA-EGGENBERGER 翼団m Larva 1.125 1.446 1.285 POiSSON 30 

コガネムシ全体 Tota! 2.450 4.510 1.841 PﾓLYA-EGGENBERGER 50 

Tota! of white grubs 3.050 6.818 2.235 // >0.50 

0.575 0.815 1.417 // ※※ 
>>>0o o .50 JlI Larva 0.525 0.717 1.366 // ※※ .10 

コガネムシ全体 Tota! 1.100; 1.323 1.203 POiSSON .05 

Tota! of white grubs 1.575: 1.225 1.286 // >0.70 

ヒメコカF ネ rr Larva 0.375 0.805 2.147 Non-POissoN ※ 
1lI Larva 0.425 0.302 1.407 POISSON ※ 

コガネムシ全体 Tota! 0.800 1.036 1.295 // >0.20 

Tota! of white grubs 1.200 1.446 1.205 F >0.10 

※自由度が 0 となりが・test はしていない。

※※ s'/x の F-test の結果では♂/x>1 が非有意となるc

s'<x のときは王/s' として計算した。

月

Date of obs 

3 

5 

7 

9 

11 

Table 10. 日章調査地におけるクロクシコメツキ幼虫の分布様式

Distribution pattern of Melanotus senilis at two di能rent points 

and different seasons at Ni邸内 (1957~1958)

l 区の平均虫数

x 

13.1 

15.5 

16.4 

12.8 

15.8 

17.5 

分

s' 

散|分布指数|分 布 型

I s'/x Type of distribution 

30.322 2.315 Non-POIssoN 

24.056 1.552 ※ 

52.489 3.201 Non-POissoN 

19.733 1.542 ※ 

61. 733 3.907 Non-POissoN 

46.056 2.632 // 

※ s'/x の F-test の結果は♂/x>1 が非有意である。
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Tab!e 11. 日章調査地におけるコメツキムシ類幼虫の分布様式

Distribution pattern of wireworms at two different points and di能rent

seasons at Nissyδ(1958-1959) 

種名

Species 

前 Pro-stage
クロ夕、ンコメツキ中後 Meta-stage 

Ana-stage 

コメツキムシ全体
Tota! 

Tota! of wireworms 

前後中 Pro-stage 
クロクシコメツキ Meta-stage 

Ana-stage 

コメツキムシ全体
Tota! 

Tota! of wireworms 

前 Pro-stage
クログシコメツキ後中 Meta-stage

Ana-stage 

コメツキムシ全体 Tota 
Tota! of wireworms 

前 Pro-stage
タロク、ンコメツキ後中 Meta-stage

Ana-stage 

コメツキムシ全体
Tota! 

Tota! of wireworms 

前 Pro-stage
タロ夕、ンコメツキ後中 Meta-stage

Ana-stage 

コメツキムシ全体
Tota! 

Tota! of wireworms 

前 Pro-stage
タロ夕、ンコメツキ後中 Meta-stage

Ana-stage 

コメツキムシ全体
Tota! 

Tota! of wireworms 

作品開[分布指数|分布型|内率
x 1 S2 1 S2/X 1 Type of distributionj X2 (�) 

1 ・2回 |l12295 l i1l-836 PhA墨田町広mm|>>>>00o G 30 
0.900 I 1.938 I 2.153 I // I >0.10 
2.400! 5.528 I 2.303 I // I >0.50 
4.700! 9.241 I 1.966 I // I >0.90 
4.950 I 10.254 2.072 i // >0.90 

3.050. 6.920 2.269 NEYMAN'S type A 
>303 .10 1.693 PﾓLYA-EGGENBERGER .70 

2.800 I 5.497 1.963 // .90 
7.225 : 16.128 2.232 Non-POIssoN ※ 

7.300 1 17 .036 2.334 // ※ 

1.725' 7.897 4.578 PﾓLYA-EGGENBERGER >>0o .50 
1.325 I 2.994 2.260 // .20 
2.575 5.840 2.268 Non-PoISSON ※ 
5.925 : 24.687 4.167 // ※ 

6.075 24.840 4.089 // ※ 

1.650 5.182 3.141 PﾓLYA-EGGENBERGER 
>> > 0.30 

1.775 4.333 2.441 // 0.50 
1.822 // 0.20 

5.400 I 22.297 4.129 Non-PoISSON ※ 

5.425 ' 22.558 4.158 // ※ 

PÓLYA-E冶GENBERGER1.875 7.651 4.081 
>>>0o o .50 2.775 I 6.794 2.448 // .20 

1.902 NEYMAN'S type A .30 
6.575 I 27.840 4.234 Non-PoIssoN ※ 

6.575 ! 27.840 4.234 // ※ 

2.3251 5.917 2.545 PﾓLYA-EGGENBERGER >>0o .70 
2.196 // .50 

4.025 I 11.974 2.975 Non-PoISSON ※ 
9.025 I 31.204 3.458 H ※ 

9.075 I 31.712 3.494 F ※ 

※良く適合する分布型がみつからなかった。

理論度数との適合の χ2ー検定，分布指数 (S'/X) の F-検定によってきめた。

コガネムシ類幼虫の分散は小島の報告 (1956 ， 1957) でも明らかなように大きいものではあるが，日章

の 1957-1958 年の調査結果が特に大きいのは抽出数が少なく毎回わずかに 10 カ所であったためであろ

う。日章のコガネムシ類全体についてみると. 1957-1958 年には 9 月以外の月は分布指数が大きしい

ずれも集中型非 POISSON 型である。 しかし個体数のきわめて少ない 9 月は POISSON 型になっている。

1958-1959 年には 9 月だけでなく 5， 7, 1 月も POISSON 型である。 しかし 11 月と 3 月は集中型非

POISSON 型であり， 3 月は PÓLYA-EGGENBERGER 型に適合した3 セマダラコガネは 1957"'1958 年にはコ

ガネムシ類全体と同様 9 月を除き集中型非 POISSON 型であった。セマダラコガネ各齢とその全齢の合計

(以下全齢と略称する〉についてみると. 1958-1959 年は 9 月の 1 齢と全齢， 11 月の 2 齢と全齢， 1 月

の 3 齢と 3 月の 3 齢と全齢は集中型非 POISSON型であり，このうち 3 月の 3 齢と全齢は NEYMAN の A 型

犯ほぼ適合した。
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月|
Date I 

of obs.1 

5 

7 

9 

11 

3 

Tab!e 12. 山田調査地におけるコメツキムシ類幼虫の分布様式

Distribution pattern of wireworms at two different points and di任erent

seasons at Yamada (1958"'1959) 

種名

Species 

前後中 Pro-stage 
グシコメツキ Meta-stage 

コメツキムシ全体 ATnotaa-l stage 

Tota! of wireworms 

前 Pro-stage
クシコメツキ後中 Meta・stage

Ana-stage 

コメツキムシ全体
Tota! 

Tota! of wireworms 

前 Pro-stage
クシコメツキ後中 Meta-stage

Ana-stage 

コメツキムシ全体
Tota! 

Tota! of wireworms 

クシコメツキ後前中 MPreot-as-tsatgaege 
Ana-stage 

コメツキムシ全体
Tota! 

Tota! of wireworms 

前 Pro-stage
クシコメツキ後中 Meta-stage

Ana-stage 

コメツキムシ全体
Tota! 

Tota! of wireworms 

前 Pro-stage
クシコメツキ中 Meta-stage

後 Ana-stage

コメツキムシ全体
Tota! 

Tota! of wireworms 

均虫数問分布指数分布型|ゆ率|門主 S2 S2/X I Type of distribution が(出〉

3.225 6.421 1.991 PﾓLYA-EGGENBERGER >>00※ .. 80 1.850 2.182 1.179 POISSON 50 
0.950 0.820 1.159 // 

5.550 11.536 2.079 Non-POIssoN※※ 

5.950 13.023 2.189 // ※※ 

2.125 5.702 2.683 PﾓLYA-EGGENBERGER 
2.200 3.805 1.730 // .50 
1.100 3.015 2.741 // .80 
5.425 14.148 2.608 // .20 

5.575 14.302 2.565 // >0.80 

1.075 1.661 1.545 // >>o 0.20 
0.800 0.882 1.103 POISSON .80 
0.325 0.481 1.480 // ※ 
2.175 3.533 1.624 PÓLYA・EGGENBERGER >0.70 

2.625 3.471 1.322 POISSON >0.95 

0.300 0.267 1.124 H ※ 
0.625 0.446 1.401 // ※ 
0.225 0.281 1.249 // ※ 
1.175 1.276 1.086 // >0.30 

1.425 1.481 1.039 // >0.80 

0.525 0.769 1.465 H >>00※ ..250 0 0.725 1.538 2.121 PﾓLYA-EGGENBERGER 
0.125 0.163 1.304 POISSON 
1.350 2.695 1.996 PﾓLYA-EGGENBERGER >0.90 

1.450 2.869 1.979 // >0.80 

0.300 0.267 1.124 POISSON ※ 
0.525 i 1.128 2.149 Non-POIssoN ※ 
0.275 0.410 1.491 POISSON ※ 
1.100 2.189 1.990 PﾓLY A-EGGENBERGER >0.90 

1.275 2.871 2.252 // >0.20 

※自由度が O となりが・test はしてなし、。 ※※良く適合する分布型がみつからなかったc

S2<X のときは主/S2 として計算した。

山田のコガネムシ類全体についてみると， 5, 7, 11 月は PÓLYA-EGGENBERGER 型であった。しかし 9，

1 , 3 月は POISSON 型であった。ヒメコガネの各齢とその全齢についてみると， 5 月の 2 齢と全齢， 9 月

の 2 齢， 11 月の 2 齢と全齢は PÓLYA忍GGENBERGE宜型， 7 月の全齢は NEYMAN のA型に適合した。また

7 月の 2 齢， 3 月の 2 齢も集中型非 POISSON 型であった。そのほかはいずれも POISSON 型であった。

日章での以上のような 1957"'1958 年と 195併~1959 年のちがいは，前者では調査単位が大きく，抽出

数が少なかったため，大きい影響を受けているのであろうし，後者では調査単位が前者の 1μ で小さく，

抽出数が逆に 4 倍も多かったことが原因となっていると思われる。しかしさらに後者は前者に比べて，セ

マダラコガネを含めてコガネムシ類全体の個体数がはるかに少ないため， 9 月ばかりでなくほかの 5 ， 7 , 

1 月も POISSON 型になっているものと思われる。後者のうちセマダラコガネの幼虫を齢別にみると個体数

が少ないのにもかかわらず集中型非 POISSON 型となっている場合があるのは，産卵が多少どこかに集中し
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て行なわれることを示しているのであろう。

山田ではコガネムシ類全体についても，ヒメコガネについてみてもふ化後の若齢幼虫の多い 9 月，下層

に多少多くなった 1 月と，上層に多くなり約 80 %が生息するようになった 3 月と，多少移動がおこなわ

れたと思われるときは POISSON 型であった。そのほかはすべて集中型であり，そのうちには NEYMAN の

A型， PÓLYA-EGGENBERGER 型に適合するものも認められた。

コメツキムシについてみると日章では， 1957""1958 年にはコガネムシ幼虫に比べて，分散が小さく幼

虫のばらつきが小さいことを示している。 5 ， 9 月は s'/x の F-検定の結果では s'/i>l が非有意であ

る。しかし抽出数が少なかったため自由度が 0 となり，理論度数との適合のがー検定はできないが，POI剖N

型分布の理論度数とは明らかに適合しないようであるコクロクシコメツキ幼虫は個体数も多く，その数も

ほとんど変化が認められないので，分布型も同様に動きが認められないのであろう。 この傾向は 1958""

1959 年でも同じようである。 1958""1959 年についてはクログシコメツキの各齢幼虫とその全齢，コメツ

キムシ全体とわけで Tab!e 11 に示しているが，いずれも集中型非 POI却N 型であり，そのうち 7 月の

クロク γ コメツキの前期， 1 月の後期は NEYMAN のA型， 7, 11, 1 月のクロクシコメツキ全齢とコメツ

キムシ全体， 9 , 3 月のクロクシコメツキ後期と全齢，コメツキムシ全体は集中型ではあるが良く適合す

る分布型はみつからなかった。 5 月の全部， 7 月のクログシコメツキの中期と後期， 9, 1, 3 月のクロク

シコメツキの前期と後期， 11 月のクロクシコメツキの前・中・後期は PÓLYA-EGGENBERGER 型に適合し

た。しかしクログシコメツキ幼虫がこのように集中的に多く生息しているのは，めずらしいことのようで

ある。

山田ではコメツキム、ン全体についてはら 7， 1, 3 月は集中型非 POISSON 型であり，そのうち個体数の

多かった 5 月は良く適合する分布型はみあたらなかったが， 7, 1, 3 月は PÓLYA-EGGENBERGER 型に適合

したっしかし成虫が地中から発見された 11 月と 9 月は POISSON 型に適合したc クシコメツキについてみ

ると， 5 月の中期と後期， 9 月の中期と後期， 11 月の前・中・後期，全齢， 1 月の前期 3 月の前期と

後期と個体数の比較的少ないときは POISSON 型であったが，ほかはいずれも集中型であったe

コガネムシ類幼虫とコメツキムシ類幼虫との連関

単位区画内にともにすめるか.すみわけているかは連関係数で示される。連関係数を COLE (1949) が示

した式によって求め，有意な連関のあるものだけを Fig. 5""9 に図示した。

日章の 1957-1958 年では，毎回の抽出数がわずか 10 カ所であったことにもより， ?ロクシコメツキ

とコガネムラノ類幼虫相互間，コガネムシ類の幼虫相互間には有意な連関は認められなかったc 1958-1959 

年では， 11 月のセマダラコガネとピロウドコガネ類は連関係数 0.6296 で，ともずみ関係があり，ピロウ

ドコガネ類ときミズの聞はー0.4286 で，すみわけ関係があった。クロクシコメツキ各齢期間には 5 月の

前期と中期の関に -0.5353 とすみわけ関係、があり， 5 月の前期と後期の聞に 0.2698， 1 月の前期と中

期の間に 0.2308， 3 月の前期と中期の聞に 0.2476 といずれもともずみ関係が認められたが， ほかは有

意な連関は認められなかった。

山田ではコガネムシ類幼虫とコメツキムジ類幼虫などとの相互間には， 7 月のクロコガネとケラの聞に

0.8571 , 9 月のサクラコガネとピロウドコガネ類の聞に 0.4737， 11 月のセマダラコガネとクログシコメ

ツキの聞に 0.2593，マノレクピクジコメツキとクロクジコメツキの問に 0.2982，マノレクピタシコメツキと

サクラコガネの聞に 0.4737， 1 月のサクラコガネとピロウドコガネ類の関に 0.4737， 3 月のドウガネと
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11 月 lNov.ì

7 月 ( J 比ケ)

Fig. 6-1 

JI 只 (NOV.)

Fig. 6-3 

Fig. 6 山田調査地におけるコガネムシ類幼虫

とコメツキムシ類幼虫などとの生存連関図

(1958-1959) 

Association diagram between white grub, 

wireworm and others at Yamada area 

(1958-1959) 

---ともずみ関係 Joint occurence, 

一一一:すみわけ関係自abitát segregation 

(x'品st，有意 significapt). 

• Fig. 5 日章調査地におけるコガネムシ類幼虫

とコメツキムシ類幼虫などとの生存連関図
(1958""1959) 
Association diagram b巴tween wh�e grub, 
wireworm and others at Nissyδarea 

(1958""1959) 
--ー:ともずみ関係 Joint occurence, 
一一一:すみわけ関係 Habitat segregation 

(χ'-test，有意 signifìcant).

Fig. 6-2 

|用 (J 札円〕

Fig. 6-4 

3 用(門arch)

Fig. 6-5 
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7 用 (J Llly) 

E←壬E
Fig. 7 山田調査地におけるヒメコガネ幼虫

の各齢期間の生存連関図 (1958~1959)

Association diagram between each instars 

of Anomala rujocuprea Iarvae at Yamada 

area (1958~1959) 

--ー:ともずみ関係 Joint occurrence 

(x'-test， 有意 signi邑cant).

ホソサピキコリの間に 0.1590， セマダラコガネとホソ

サピキコリの聞に 0.6667 といずれもともずみ関係があ

り， 9 月のヒメコカ'ネとクロコカ'ネの聞に -0.3143，ヒ

メコガネとマノレクピクシコメツキの聞に-0.1543， 11月

のクシコメツキとマノレタピクシコメツキの聞に-1.0000，

1 月のセマダラコガネとヒメコガネの間に -0.6135 と

いずれもすみわけ関係があった。?ログシコメツキ幼虫

各齢期間には 3 月の前期と中期の聞に 0.3506 とともず

み関係があった。ヒメコガネ幼虫各齢期間には 7 月の 2

併と 3 齢の聞に 0.2157 とともずみ関係が認められた

が，ほかには有意な連関が認められなかった。

これらの結果についてみるとクロクシコメツキの前期

と中期の幼虫が同じ場所に生活しているのであろうこと

が，わずかに想像できるが，ほかには一定の傾向がある

とは考えられない。

一世代に要する期間

コガネムシ類のうちで個体数が多かった日章のセマダ

ラコガネと山田のヒメコガネの幼虫，さなぎ，成虫の割

合を時期ごとに図示する主 Fig_ 10~12 になる。

セマダラコガネについてみると，セマダラコガネの成

虫の活動は 5~8 月で，発生期間は長く，産卵も個体に

より早いおそいのずれがあることは当然で，したがって

卵，幼虫期聞にも相当のずれが生ずるのであろう o 1957 

~1958 年と 1958~1959 年とは時期ごとの割合がちがっ

ているが，これは年による変動や前者の調査に比べて後

5用(門且1)

l 月(Ja.n. ) 

占月( Ma.l'cn) 

Fig. 8 日章調査地におけるクロクシコメ

ツキ幼虫の各齢期間の生存連関図

(1958~1959) 

Association diagram between each stage 

of Melanotus senilis Iarvae at Nissy，δ 

紅白 (1958~1959)

---ともずみ関係 Joint occurrence, 

一一一:すみわけ関係 Habitat segregation 

(x'-test， 有意 significant). 

3 月( M a. r、ch)

E2 
Fig. 9 山田調査地におけるクシコメツキ

幼虫の各齢期間の生存連関図(1958~1959)

Association diagram between each stage 

of Melanotus legatus Iarvae at Yamada 

area (1958~1959) 

===:ともずみ関係 Joint occurrence 

(x'-test， 有意 significant). 
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Fig. 10. 日章調査地におけるセマダラコカ'ネ

の幼虫，さなぎ，成虫の割合 (1957.......1958)

Fig. 11. 日章調査地におけるセマダラコガネ

の幼虫，さなぎ，成虫の割合 (1958.......1959)
Population ratio of larva, pupa and adult Population ratio of larva, pupa and adult 
of Phyllop町tha 0γientalis at Nissyδarea of Phyllopertha orientalis at Nissyδarea 

(1957.......1958) (1958.......1959) 

0: 1 齢幼虫 1st instar, ・: 2 齢幼虫 2nd 0: 1 齢幼虫 1st instar, ・ 2 齢幼虫 2nd
instar, @: 3 齢幼虫 3rd instar, X さなぎ instar,(: 3 齢幼虫 3rd instar, X さなぎ

Pupa, ....:成虫 Adult. Pupa, ... :成虫 Adult.

者の調査の総個体数がし、ちじるしく少ないことなどが原因しているのであろう。 1957-1958 年は 9 月に

は 1 齢幼虫を 1 頭も発見できなかったのは小さいので見落としていたのかもしれないし，ふ化した幼虫の

数も少なかったことによるのであろう。 11 月も同様に 1 齢を見落としたものと思われる。 1958-1959 年

には 9 月には発見できたが，その後は見落としたのか発見できなかった。 Fig.10 ， 11 からは次のことが推

察される。ふ化した年に 2 齢になるものと 1 齢のまま冬を越すものとがあるが，逐次 2 齢になるため 1 齢

の割合は減り反対に 2 齢がふえてくる。 3 月ごろまでにはほとんどが 2 齢になる。 3 齢が現われるにし

たがい 2 齢は急に減る。 3 齢も 7 月にはさなぎとなり成虫になるので減少する。 このことは日塔・立花

(1955) が採集時期別齢別歩合によってシロスジコガネ Granida albolineata MO'rSCHULSKY とアオドウガネ

Ano明。la albopilosa HOPE* の世代数を推定しているように， 7 月と 9 月の間で世代が変わったことを示し，

満 1 カ年に 1 世代を経過することを示している。

ヒメコガネについては， 9 月以外は個体数が多くないので，この図だけからでは明らかなことはわから

ないが， 7 月と 9 月ごろの聞で世代が変わったことが推察される。また満 1 カ年に 1 世代を経過するもの

に混じって，満 2 カ年に 1 世代を経過するものもあるように推察される。

コメツキムシ類のうちで個体数の多い， 日章のクログシコメツキ， 山田のクシコメツキの幼虫， さな

ぎ，成虫の割合を時期ごとに図示すると Fig. 13-15 になる。

便宜的にわけた幼虫の齢期で経過を考えるのは多少危険であるが，日章のクロクシコメツキについてみ

ると， 1957"""'1958 年と 1958-1959 年でちがいはあるが両調査により次のことが推察される。 7"""'11 月

* Anomala viridana KOLBE ヤマトアオドウガネを同定誤りしているように思われる。
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ごろにふ化した幼虫が，そのまま冬を越し翌年の 7""11 月以

後に中期幼虫になる。中期幼虫の割合は少ない月の 7 ， 9 , 

11 月でも常に高L 、から， この期の幼虫期間は非常に長く 2

回の冬を越して翌々年(満 1 年半〉の 3""7 月以後に後期幼

虫になるものと，さらに，もう 1 回の冬を越して 3 年目(満

2 年半〉の 5 月以後に後期幼虫になるものとがあるのであろ

う。後期幼虫は中期幼虫に比べると期聞が短いものと思われ

る。両調査ではさなぎはまったく発見できなかったが，成虫

には羽化後まもない黄褐色をしたものが含まれていたこと，

桜井 (1942)，関谷 (1950)，吉田 (1951) などのマルクピク

シコメツキ Melanotus fortnu刑i CANDÈZE の報告とあわせ考

えると，後期幼虫は 1 回の冬を越して翌年 7 月以後にさなぎ

となり，つづいて成虫になるものと思われる。したがってふ

化してから成虫になるまでに満 4 カ年かかるものと 5 カ年か

かるものとがあることになる。 7""11 月に羽化した成虫はさ

らに 1 回の冬を地中で越してからその翌年の5""7月に地上に

現われるのであろう。 1957""1958年では 9， 11月は成虫の割

合も個体数も 1 ， 3 月より多く，この差は有意であるが，そ

の原因はわからない。この時期には産卵のため潜入する成虫

'‘ 

9 II 1 3 5 7 

語査した同( Date 01 01>5.) 

'‘ 

。

% 

}I)O 

~ち
11 1 百

調査 Lた丹(Date of o゙s.) 

Fig. 12 山田調査地におけるヒメコガ

ネの幼虫，さなぎの割合(1958-1959)

Population ratio of larva and pupa 
of Anomala rufocu�rea at Yamada 

area (1958""1959) 

0: 1 齢幼虫 1st instar，・: 2 齢幼
虫 2 nd instar, (: 3 齢幼虫 3rd

instar, X さなぎ Pupa.

‘ ...____ 
11 1 3 5 7 

調査した丹 (Date of obs.) 

Fig. 13 日章調査地におけるクログシコメツキ

の幼虫と成虫の割合 (1957""1958)

Fig. 14 日章調査地におけるクログシコメツキ

の幼虫と成虫の割合 (1958""1959)

Population ratio of larva and adu1t of Mela-
notus senilis at Nissyδarea (1957""1958) 
0: 前期幼虫 Pro-stage，・:中期幼虫 Meta
stage, ⑥:後期幼虫Ana-stage， ....:成虫

Adult. 

Population ratio of larva and adult of Melaｭ
notus senilis at Nissyδarea (1958""1959) 
0: 前期幼虫 Pro-stage，・:中期幼虫 Meta

stage，⑥:後期幼虫加a-sぬg巴....:成虫

Adult. 
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。り 11 1 :3 :> 7 

調奮した月( Date 01 obs.) 

Fig. 15 山田調査地におけるクシコメツ

キの幼虫と成虫の割合 (1958"'1959)
Population ratio of larva and adult of 

Melanotus legatωa t Yamada area 

(1958"'1959) 

0: 前期幼虫 Pro-stage， ・:中期幼虫

Meta.stage, ⑥:後期幼虫 Ana-stage，

Á: 成虫 Adult.

もあるはずであるが，採集された成虫のうちで卵を持った

成熟個体は 9 月にただ 1 頭発見されただけで，ほかはすべ

て新しいものであった。

山田のクシコメツキについては 5"'9 月ごろにふ化し

た幼虫が，そのまま冬を越し，翌年の7"'9月以後に中期幼

虫になる。中期幼虫の期聞は長く， 2 回の冬を越して翌々

年(満 1 年半〉の 3"'5 月ごろ後期幼虫となる。後期幼虫

はさらに 1 図の冬を越し翌年の 5 月ごろさなぎとなり，つ

づいて成虫になるものと思われる。したがってふ化してか

ら成虫になるまでに満 4 カ年かかることになる。 7"'11 月

に羽化した成虫はさらに 1 回の冬を地中で越してから翌年

の 5-7 月に地上に現われるのであろう。

ほかのコガネムシ類とコメツキムシ類は採集された個体

数が少なしこれらの調査結果からだけでは 1 世代に要す

る期聞は推定できない。

摘要

高知県南国市物部の高知大学農学部の樹木圏内の草地である日章調査地で 1957"'1958 年， 1958-19590 

年，高知県香美郡土佐山田町楠目の大栃営林署山田苗畑の休閑地である山田調査地で 1958-1959 年. 1 

カ月おきに 1957"'1958 年には 1 隅 x1m を調査単位として毎回 10 カ所を抽出. 1958-1959 年には

0.5 例 xO.5 隅を調査単位として毎回 40 カ所を抽出し. 1 カ月おきに 6 回掘り取り，土壌中におけるコ

ガネムシ類幼虫とコメツキムシ類幼虫の自然状態での動きを調べた。

1. 採集されたコガネムシ類は日章では 11 種，山田では 8 種，コメツキムシ類は日章では 4 種，山田

では 4 種であり，日章は山田に比べてコメツキムシ類が多くコガネムシ類は少なかった。

2. コガネムシ類幼虫は丙調査地とも顕著な季節的移動は認められなかったが，コメツキムシ類幼虫に

は多少の移動が認められた。

3. コガネムシ類の個体数は日章では 5 月以後 9 月まで減少し 11 月からふたたび増加した。 山田で

は顕著な変化が認められなかった。コメツキムシは日章では顕著な変化は認められなかった。山田では 9

月以後減少する傾向が認められた。

4. コガネムシ類幼虫の分布型は日章では 1957-1958 年には僧体数の少ない 9 月だけ PorSSON 型に適

合した。しかし 1958"'1959 年には全体の個体数が少なかったためと思われるがほとんどが POISSON 型で

あった。山田では 9， 1, 3 月は PorSSON 型であったが，ほかは集中型非 PorSSON 型に適合した。コメツ

キムシ類幼虫の分布型は日章ではほとんど集中型非 PorSSON 型に適合した。山田では 9. 11 月は PorsSON

型であったがほかは集中型非 PorSSON 型に適合した。

5. コガネムシ類幼虫とコメツキムシ類幼虫との分布の相互間には有意な連関が認められる場合もある

が，→定の傾向は認められなかった。

6. 個体数の多かった種の幼虫の齢構成から 1 世代に要する期聞を推定するとセマダラコガネは 1 ;iJ，
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年， t1 ロクジコメツキは 4-5 カ年，クシコメツキは 4 カ年を要すると思われる。
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Research on Control Measures Against Injurious Ir闘cts that 

Attack Nursery Stock-1 

The Iives of White Grubs and Wireworms in the soil 

Kishio OcHI and KeizδKOJIMA 

On the white grubs and the wireworms, census was taken in two study areas, Nissyδ 
(Monobe Nangoku-shi Kochi Pref.) and Yamada (Kuzume Tosayamada-cho Kami-gun Kochi 

Prefふ and the following results were obtained. 

1. Eleven species of the May beetle and four species of the Click beetle were collected 

at Nissyδarea， and eight species of the May beetle and four species of the Click beetle were 

collected at Yamada area. It was found that the Click beetles were more numerous and the 

May beetles were 1白s abundant at the Nissyδarea than at Yamada area. 

2. Regarding the vertical distribution of the white grubs, no seasonal change was 

recognized, but the wireworms seem to change their vertical distribution according to the 

seasons in both areas. 

3. At the Nissyﾔ area the number of the May beetles showed a descendent curve in the 

period from M且y to September, but in November it ascended again. At the Yamada area, 
on the other hand, no remarkable changes in their numbers were recognized. 

Concernning the Click beetle渇， they decreased in number from September at Yamada 

area, whereas no remarkable changes were recognized at Nissyδarea. 
4. At the Nissyδarea the frequency distribution of the white grubs in September 1957, 

agreeded with the Poisson distribution, but in 1958""1959, the number of individuals was 

fewer and the distribution conformed to the Poisson distribution. 

At the Yamada area the frequency distribution of the white grubs in September, January 

and March agreeded with the Poisson distribution, but in other months showed the Nonｭ

poisson distribution of aggregative type. 

At the Nissy，δarea frequency distribution of the wireworms in most months showed the 

Non-poisson distribution of aggregative type. 

At the Yamada area the frequency of the wireworms in September and November 

agreeded with the Poisson distribution, but in other months showed the Non-poisson distribuｭ
tion of aggregative type. 

5. UsuaIIy no significant association was recongnized between the white grubs and the 

wlr,"worms. 
6. From the investigation on the dominant species in number in successive years, it 

was found that Phylloperlha orienlalis completed their life cycIe in one year, Mela削lus senilis 

in 4""5 years and Melanolus legalus in 5 y回rs.


